
県
連
等
推
薦

税
に
関
す
る
優
秀
作
品
決
ま
る

当
連
合
会
で
は
、
税
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
中
学
生
の
作
文
、
小

学
生
の
習
字
を
募
集
し
ま
し
た
。
今
年
も
管
内
全
て
の
小
中
学
校
よ
り
４
，４
０
０
点
以
上
の
応
募

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
協
力
御
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
な
ら
び
に

関
係
機
関
の
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
作
文
６
点 

習
字
３
点
を
愛
知
県
納
貯
連
等
に
推
薦
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
作
文
共
催 

国
税
庁
・
習
字
共
催
一
般
社
団
法
人
津
島
法
人
会
）
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津
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税
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司
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海
部
津
島
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会

の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
納
税

道
義
の
高
揚
の
た

め
、
租
税
教
室
の

一
環
と
し
て
、
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た

「
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
」の
募
集
活
動
に
ご
尽

力
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
長
き
に
わ
た
る
地
道
な
ご
尽
力

と
、
管
内
各
市
町
村
の
学
校
関
係
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、作
品
の
応
募
総
数
は
、今
や

全
国
屈
指
と
な
る
ま
で
に
拡
が
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、
大
変
多
く
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、

そ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

優
秀
作
品
は
も
と
よ
り
、
い
ず
れ
の
応
募
作
品

も
、
皆
さ
ん
の
税
に
つ
い
て
の
考
え
や
想
い
が
伝
わ

る
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

さ
て
、
今
月
11
日
か
ら
17
日
は「
税
を
考
え
る

週
間
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
は「
キ
ャッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
の
利
用
促
進
」に
つ
い
て
特
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
国
民
の
皆
様
が
納
め
た

税
が
果
た
す
役
割
と
と
も
に
、ｅ︲Ｔａｘ
や
キ
ャッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
便
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

津
島
税
務
署
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
関

係
機
関
の
皆
様
と
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、

租
税
教
育
の
推
進
と
税
知
識
の
普
及
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

津
島
税
務
署
長
賞

成
田　

璃
音	

（
暁　

中
）

田
中　

陽
真	

（
佐
屋
中
）

黒
宮　

蒼
真	

（
弥
富
北
中
）

村
上
結
希
乃	

（
七
宝
中
）

　
　

な
る
み	

（
美
和
中
）

後
藤　

奈
々	

（
蟹
江
中
）

津
島
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

田
口　

桃
果	

（
弥
富
中
）

津
島
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　

木　

雅
乃	
（
美
和
中
）

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
海
部
支
部
長
賞

二
井　

美
宙	

（
神
守
中
）

津
島
間
税
会
長
賞

渡
邉　

桜
気	

（
八
開
中
）

津
島
酒
類
行
政
連
絡
協
議
会
長
賞

藤
井　

咲
良	

（
弥
富
北
中
）

海
部
津
島
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

新
田
見
優
衣	

（
甚
目
寺
中
）

西
尾
張
県
税
事
務
所
長
賞

中
野　

温
月	

（
立
田
中
）

愛
西
市
商
工
会
長
賞

山
田　

菜
結	

（
佐
織
西
中
）

あ
ま
市
商
工
会
長
賞

菅　
　

美
咲	

（
七
宝
中
）

弥
富
市
商
工
会
長
賞

　

村　

優
葉	

（
弥
富
中
）

大
治
町
商
工
会
長
賞

加
藤　

圭
悟	

（
大
治
中
）

津
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

平
野　

杏
奈	

（
暁　

中
）

飛
島
村
商
工
会
長
賞

早
川　

来
瞳	

（
飛
島
学
園
）

あ
ま
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

西
田　

結
南	

（
蟹
江
中
）

津
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

細
井　

咲
良	

（
藤
浪
中
）

愛
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

松
中　

爽
空	

（
佐
織
西
中
）

弥
富
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

登
口　
　

優	

（
弥
富
中
）

弥
富
市
教
育
委
員
会
賞

堀
田　

陽
菜	

（
弥
富
中
）

あ
ま
市
教
育
委
員
会
賞　

丸
山　

莉
奈	

（
甚
目
寺
南
中
）

大
治
町
長
賞

柳
沢　
　

蒼	

（
大
治
中
）

蟹
江
町
長
賞

槇
原　

彩
乃	

（
蟹
江
中
）

飛
島
村
長
賞

川
井　

莉
央	

（
飛
島
学
園
）

津
島
市
議
会
議
長
賞

武
江　

莉
央	

（
天
王
中
）

弥
富
市
議
会
議
長
賞

朝
日
奈
康
介	

（
弥
富
北
中
）

愛
西
市
議
会
議
長
賞

内
田　

あ
い	

（
佐
屋
中
）

あ
ま
市
議
会
議
長
賞

清
野　

佑
真	
（
美
和
中
）

津
島
市
長
賞

山
岸　

千
夏	

（
天
王
中
）

愛
西
市
教
育
委
員
会
賞

水
谷　

友
香	

（
清
林
館
中
）

津
島
市
教
育
委
員
会
賞

中
川　

心
陽	
（
藤
浪
中
）

あ
ま
市
長
賞

石
黒　
　

舞	

（
甚
目
寺
南
中
）

弥
富
市
長
賞

後
藤　

優
月	

（
弥
富
中
）

愛
西
市
長
賞

ご
希
望
に
よ
り
非
掲
載

一
般
社
団
法
人 

津
島
法
人
会
長
賞

井
戸
田
琉
愛	

（
佐
織
中
）

東
海
税
理
士
会
津
島
支
部
長
賞

稲
垣　

夏
菜	

（
大
治
中
）

津
島
税
務
署
管
内
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

北
川　
　

蘭	

（
佐
屋
中
）

津
島
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

安
藤　

奈
緒	

（
蟹
江
中
）

木
子
日
奈
多	

（
神
守
中
）

馬
渕
百
々
葉	

（
佐
屋
中
）

青
山　

梓
希	

（
立
田
中
）

松
岡　

彩
生	

（
弥
富
北
中
）

松
㟢　

心
誠	

（
大
治
中
）

山
下　

絢
香	

（
蟹
江
北
中
）

海
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

亀
井　

杏
夏	

（
大
治
中
）



税のたより （2）

三
菱 

U 

F 

J
銀
行	

津
島
支
店

三
十
三
銀
行	

蟹
江
支
店

名
古
屋
銀
行	

津
島
支
店

　

〃	

神
守
支
店

　

〃	

甚
目
寺
支
店

　

〃	

愛
西
支
店

　

〃	

蟹
江
支
店

　

〃	

大
治
支
店

あ
い
ち
銀
行	

津
島
支
店

　

〃	

弥
富
支
店

　

〃	

美
和
支
店

　

〃	

大
治
支
店

　

〃	

大
治
中
央
支
店

　

〃	

蟹
江
支
店

十
六
銀
行	

美
和
支
店

大
垣
共
立
銀
行	

佐
織
支
店

　

〃	

甚
目
寺
支
店

　

〃	

七
宝
支
店

　

〃	

蟹
江
支
店

い
ち
い
信
用
金
庫	

甚
目
寺
支
店

　

〃	

津
島
営
業
部

　

〃	

蟹
江
支
店

　

〃	

佐
屋
支
店

桑
名
三
重
信
用
金
庫	

弥
富
支
店

　

〃	

弥
富
南
支
店

　

〃	

蟹
江
支
店

岐
阜
信
用
金
庫	

美
和
支
店

愛
知
信
用
金
庫	

七
宝
支
店

中
日
信
用
金
庫	

甚
目
寺
支
店

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
海
部
農
業
協
同
組
合

（
順
不
同
）

応募49校
2,314点

特　

選

県
連
等
推
薦

入　
　

選

入　
　

選
前
ペ
ー
ジ
作
文
の
つ
づ
き

佐
々
木
快
晟	

（
桜　

小
）

兒
玉　

菜
花	

（
栄
南
小
）

加
藤
穂
乃
果	

（
大
藤
小
）

浅
井　

真
士	

（
日
の
出
小
）

池
田
陽
菜
子	

（
七
宝
小
）

山
田　

恵
茉	

（
伊
福
小
）

杉
山　

充
師	

（
正
則
小
）

小
鹿　

由
愛	

（
美
和
東
小
）

伊
藤　

和
来	

（
美
和
東
小
）

飯
田　

花
世	

（
甚
目
寺
小
）

佐
藤　

蒼
大	

（
甚
目
寺
小
）

水
野　

華 	

（
大
治
小
）

若
井　
　

慶	

（
大
治
南
小
）

山
田
麻
祐
子	

（
舟
入
小
）

須
甲　

琴
陽	

（
学
戸
小
）

呉　
　

泓
豫	

（
弥
富
北
中
）

中
村　

圭
吾	

（
美
和
中
）

大
谷　

惟
恵	

（
甚
目
寺
中
）

（
順
不
同  

敬
称
略
）

※
ご
希
望
に
よ
り
、
氏
名
を
掲
載
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

堀
田　

奏
奈	

（
津
島
東
小
）

辻
井　

悠
月	

（
津
島
西
小
）

深
野
小
士
朗	

（
津
島
西
小
）

泉
原　

晄
太	

（
津
島
南
小
）

梅
﨑
彩
環
子	

（
津
島
北
小
）

成
田　
　

陸	

（
神
守
小
）

井
戸
田
和
築	

（
神
島
田
小
）

吉
川　

愛
央	

（
佐
屋
小
）

伊
藤　

葉
月	

（
佐
屋
西
小
）

河
村
し
づ
き	

（
佐
屋
西
小
）

中
野
陽
加
里	

（
立
田
北
部
小
）

下
村　
　

苺	

（
開
治
小
）

野
口　

結
菜	

（
勝
幡
小
）

井
上　
　

菫	

（
弥
生
小
）

立
松　

里
菜	

（
桜　

小
）

（
順
不
同  

敬
称
略
）

弥
富
市
商
工
会
長
賞

久
保　

絢
望	

（
弥
生
小
）

あ
ま
市
商
工
会
長
賞

吉
川　

文
啓	

（
甚
目
寺
西
小
）

大
治
町
商
工
会
長
賞

山
田　

涼
琶	

（
大
治
南
小
）

飛
島
村
商
工
会
長
賞

石
田　

優
奈	
（
飛
島
学
園
）

愛
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

村
上　

鈴
音	

（
立
田
南
部
小
）

弥
富
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

後
藤　

瑠
花	

（
桜　

小
）

海
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

伊
藤　

葵
結	

（
美
和
小
）

あ
ま
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

木
全　

倖
嗣	

（
甚
目
寺
南
小
）

津
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

堀
田　

美
桜	
（
津
島
北
小
）

津
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

瀨
尾　

蓮
斗	

（
高
台
寺
小
）

東
海
税
理
士
会
津
島
支
部
長
賞

志
治　

歩
実	

（
市
江
小
）

津
島
酒
類
行
政
連
絡
協
議
会
長
賞

伊
藤　

颯
志	

（
甚
目
寺
東
小
）

海
部
津
島
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

小
島　

萌
那	

（
市
江
小
）

西
尾
張
県
税
事
務
所
長
賞

大
津
来
留
実	

（
美
和
小
）

津
島
間
税
会
長
賞

二
十
歩
香
音	
（
美
和
小
）

一
般
社
団
法
人 

津
島
法
人
会
長
賞

上
村　

桔
平	

（
白
鳥
小
）

津
島
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

杉
浦　

羽
唯	

（
津
島
南
小
）

津
島
商
工
会
議
所
会
頭
賞

丹
羽　

竣
也	

（
大
治
小
）

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
海
部
支
部
長
賞

田
中
こ
な
つ	（
日
の
出
小
）

津
島
市
長
賞

服
部　

那
奈	

（
神
島
田
小
）

愛
西
市
長
賞

　

木　

恵
子	

（
北
河
田
小
）

弥
富
市
長
賞

加
藤　

凰
生	

（
白
鳥
小
）

あ
ま
市
長
賞

安
江　

桃
迦	

（
甚
目
寺
小
）

大
治
町
長
賞

林　
　

燈
以	

（
大
治
西
小
）

飛
島
村
長
賞

小
松　

結
花	

（
飛
島
学
園
）

蟹
江
町
長
賞

太
田　
　

杏	

（
須
西
小
）

愛
西
市
商
工
会
長
賞

伊
藤　

世
那	

（
佐
屋
西
小
）

弥
富
市
教
育
委
員
会
賞

加
藤　

愛
唯	

（
大
藤
小
）

愛
西
市
教
育
委
員
会
賞

菅
沼
田
穂
果	

（
立
田
南
部
小
）

津
島
市
教
育
委
員
会
賞

兒
島　

夏
希	

（
蛭
間
小
）

あ
ま
市
教
育
委
員
会
賞

小
澤　

和
真	

（
甚
目
寺
南
小
）

愛
西
市
議
会
議
長
賞

伊
藤
菜
々
花	

（
佐
屋
西
小
）

弥
富
市
議
会
議
長
賞

青
木　

咲
奈	

（
弥
生
小
）

あ
ま
市
議
会
議
長
賞

城
野　

真
子	

（
甚
目
寺
東
小
）

中
村　

灯
里	

（
蟹
江
小
）

加
藤　

里
歩	

（
大
治
南
小
）

井
戸
田
ふ
み	
（
佐
屋
小
）

津
島
税
務
署
長
賞

伊
藤　

舞
結	

（
立
田
南
部
小
）

津
島
税
務
署
管
内
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

荒
関　

紗
凪	

（
甚
目
寺
南
小
）

津
島
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

鶴
田　

愛
弥	

（
正
則
小
）

津
島
市
議
会
議
長
賞

橋
口　

優
菜	

（
蛭
間
小
）



　

平
等
と
公
平
の
両
立

愛
西
市
立
佐
屋
中
学
校　

田
中
陽
真　

税に関する
作文

税務署長賞

僕
た
ち
中
学
生
は
、
主
に
も
の

を
買
う
時
の
消
費
税
、
大
人
は
消

費
税
に
加
え
て
個
人
の
所
得
に
対

し
て
課
さ
れ
る
所
得
税
や
地
域
社

会
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

住
民
税
な
ど
多
く
の
税
金
を
国
に

納
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
納
め
て

い
る
金
額
も
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
僕
は
、
な
ぜ
あ
ま
り
お
金

を
持
っ
て
い
な
い
僕
た
ち
中
学
生

も
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
働
い
て
お
金
を
稼
い
だ
人

が
働
い
て
な
い
人
よ
り
も
多
く
の

額
を
納
め
る
の
は
不
平
等
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
租
税
教
室
で
「
平
等

と
公
平
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て

考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。

租
税
教
室
の
中
で
、「
橋
を
か

け
る
の
に
三
百
万
円
が
必
要
だ
。

こ
こ
に
は
住
人
が
三
人
い
る
。
ど

の
よ
う
に
集
め
る
と
良
い
か
。」
と

い
う
問
い
が
あ
り
ま
し
た
。
三
人

の
住
人
は
所
得
や
年
齢
、
家
族
構

成
な
ど
が
全
く
違
い
ま
し
た
。
僕

は
最
初
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円

ず
つ
払
え
ば
良
い
と
考
え
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
は
生
活
が
苦
し
く
な
っ

て
し
ま
う
人
が
い
ま
し
た
。
で
も

公
共
の
物
な
の
に
所
得
の
多
い
人

の
負
担
ば
か
り
が
大
き
く
な
る
の

は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

十
分
に
貯
金
が
あ
る
高
齢
者
が
負

担
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
自
分
が

逆
の
立
場
に
立
っ
た
時
に
納
得
で

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
平

等
と
公
平
」
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
環
境
を

無
視
し
て
同
じ
額
を
集
め
る
と
平

等
で
は
あ
る
が
公
平
で
は
な
い
。

環
境
を
最
優
先
し
て
集
め
る
と
公

平
で
は
あ
る
が
平
等
で
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
税
金
の
場
合
は
公
平
の

考
え
方
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

平
等
と
公
平
を
両
立
し
て
、
誰
も

が
納
得
す
る
よ
う
に
税
金
を
集
め

る
こ
と
は
、
と
て
も
大
変
で
た
く

さ
ん
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
平
等
と
公
平
は

違
う
と
い
う
話
を
聞
い
て
最
初
は

よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
具
体

例
で
考
え
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

あ
ま
り
お
金
を
持
っ
て
い
な
い
中

学
生
の
僕
た
ち
が
消
費
税
を
支
払

う
の
は
負
担
が
大
き
く
感
じ
ま
す
。

で
も
、
多
く
の
大
人
が
負
担
し
て

く
れ
た
税
金
で
僕
た
ち
は
学
校
に

通
い
、
道
路
や
公
園
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
不
平
等
だ
と
感
じ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が

安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
す
る
た

め
に
、
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
負
担

を
す
る
。
完
全
な
平
等
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
自
分
た
ち

も
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
考
え
る

と
、
今
ま
で
よ
り
も
納
得
し
て
税

金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

み
ん
な
で
、
暮
ら
し
を
支
え
合

い
な
が
ら
自
分
た
ち
も
暮
ら
し
て

い
く
。
僕
た
ち
と
社
会
を
支
え
る

た
め
に
税
金
を
支
払
う
。
み
ん
な

が
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
、
必
要

だ
と
思
え
た
そ
の
と
き
、「
平
等

と
公
平
の
両
立
」
が
理
解
で
き
る

と
僕
は
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
納

得
で
き
る
よ
う
に
、
僕
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う

津
島
市
立
暁
中
学
校　

成
田
璃
音　

税に関する
作文

税務署長賞

あ
の
日
は
、
六
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
て
少
し
経
っ
た
頃
の
こ
と
だ
。

僕
は
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
。

夜
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
救
急
病

院
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
医
師

か
ら
は
「
す
ぐ
に
入
院
を
す
る
必

要
が
あ
る
。」
と
告
げ
ら
れ
た
。

僕
は
指
定
難
病
に
入
っ
て
る
病
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
入
院

し
て
か
ら
は
、
ト
イ
レ
以
外
は
安

静
に
し
な
く
て
は
い
け
な
く
て
車

椅
子
生
活
だ
っ
た
。
地
元
の
市
民

病
院
で
は
治
療
が
で
き
な
く
名
古

屋
市
に
あ
る
大
き
な
病
院
へ
と
転

院
も
し
た
。
三
ヶ
月
程
で
退
院
で

き
た
が
、
通
院
は
十
四
歳
の
中
学

二
年
生
ま
で
続
い
た
。

約
八
年
間
も
病
院
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
医
療
費
は
高

額
な
の
だ
ろ
う
と
僕
は
思
っ
た
。

母
に
「
僕
の
医
療
費
助
成
制
度
が

あ
る
か
ら
お
金
の
心
配
な
く
治
療

を
受
け
ら
れ
た
ん
だ
よ
。」
と
言
っ

て
見
せ
て
く
れ
た
の
が
「
小
児
慢

性
特
定
医
療
費
医
療
受
給
者
証
」

だ
。
そ
れ
は
、
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
補
助
す
る
医
療
費
助
成

制
度
が
適
応
さ
れ
て
、
患
者
の
医

療
費
の
負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
る

も
の
だ
っ
た
。
僕
は
、
そ
ん
な
制

度
が
あ
る
な
ん
て
初
め
て
知
っ
た
。

母
は
「
感
謝
し
な
い
と
ね
」
と
も

言
っ
て
い
た
。
心
か
ら
僕
も
そ
う

思
う
。
税
金
を
納
め
て
く
れ
る
方
々

が
い
る
か
ら
僕
は
安
心
し
て
治
療

が
受
け
ら
れ
て
、
元
気
な
僕
が
今

こ
こ
に
い
る
の
だ
。「
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
納

税
者
の
方
々
に
こ
の
作
文
を
通
し

て
伝
え
た
い
。

「
税
金
」と
い
う
言
葉
は「
払
う
」

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
さ
れ
が

ち
だ
が
、
税
金
が
何
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
て
も

ら
い
た
い
。
税
金
は
医
療
以
外
に
、

子
供
た
ち
の
学
校
、
道
路
、
公
園
、

ゴ
ミ
収
集
車
、
図
書
館
、
市
役
所
、

警
察
、
消
防
、
救
急
車
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
場
所
に
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
や
っ
て
文
字
に
起
こ
す
と
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
け
る
。

み
ん
な
が
生
活
し
て
い
る
身
近
に

税
金
は
、
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

普
通
に
生
活
し
て
い
く
う
え
で
あ

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
か
、
身
近
に
あ
り
す

ぎ
て
気
づ
け
な
い
の
か
も
知
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
印
象

が
強
く
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

で
も
、
そ
の
あ
た
り
前
の
生
活
は

税
金
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
。
僕
は
、

み
ん
な
に
言
い
た
い
。「
一
度
メ
リ
ッ

ト
に
目
を
向
け
て
考
え
て
頂
け
な

い
だ
ろ
う
か
。」
と
。
税
金
が
な

く
な
っ
て
か
ら
気
づ
く
の
は
遅
す

ぎ
る
と
思
う
。

税
金
は
、
た
だ
払
う
だ
け
の
お
金

で
は
な
く
、
僕
た
ち
の
安
心
し
た
生

活
を
支
え
る
大
切
な
お
金
な
の
だ
。

将
来
は
僕
も
し
っ
か
り
税
金
を
納

め
て
い
き
た
い
。
僕
が
助
け
ら
れ

た
よ
う
に
、
誰
か
の
助
け
に
な
れ

た
ら
良
い
な
と
思
う
。
そ
し
て
、

あ
た
り
前
を
あ
た
り
前
だ
と
思
わ

な
い
よ
う
に
生
活
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

当
た
り
前
の
日
常
と
税
金

弥
富
市
立
弥
富
北
中
学
校　

黒
宮
蒼
真　

税に関する
作文

税務署長賞

コ
ン
ビ
ニ
で
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
を

買
う
と
き
、
私
は
いつ
も
少
し
だ
け

損
し
た
気
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

値
段
に
は
百
五
十
円
と
書
か
れ
て
い

る
の
に
、
レ
ジ
で
お
金
を
払
う
と
き

に
は
消
費
税
が
上
乗
せ
さ
れ
る
か

ら
で
す
。「
ど
う
し
て
自
分
の
お
小

遣
い
な
の
に
、
余
分
に
お
金
を
払
わ

な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。」
中
学

生
に
な
り
、
自
分
で
買
い
物
を
す

る
機
会
が
増
え
た
私
に
と
って
、
税

金
は
た
だ
「
お
金
を
奪
って
い
く
も

の
」
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
、
三
年
生
に
な
り
公
民
の
授

業
で
税
に
つい
て
学
ん
だ
こ
と
で
、
そ

の
考
え
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

授
業
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
私
た
ち

が
毎
日
通
っ
て
い
る
学
校
に
も
、
た

く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
事

実
で
す
。
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う

に
座
って
い
る
机
や
椅
子
、
いつ
も
綺

麗
に
保
た
れ
て
い
る
校
舎
、
そ
し
て

毎
年
新
し
く
配
ら
れ
て
い
る
教
科

書
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
誰
か
が
納

め
て
く
れ
た
税
金
に
よ
っ
て
用
意
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
も

し
税
金
が
な
か
っ
た
ら
、
学
校
に
通

う
だ
け
で
莫
大
な
お
金
が
か
か
り
、

誰
も
が
平
等
に
教
育
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
な
く
なって
し
ま
い
ま
す
。

私
が
こ
う
し
て
毎
日
友
達
と
学
び

笑
い
合
え
る
「
当
た
り
前
の
日
常
」

は
、
見
ず
知
ら
ず
の
大
人
た
ち
の

税
金
に
よって
守
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

学
校
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視

野
を
広
げ
て
み
る
と
、
私
た
ち
の
生

活
は
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の

ば
か
り
と
気
づ
き
ま
し
た
。
私
た

ち
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
整
備

さ
れ
た
道
路
、
毎
週
決
ま
っ
た
曜
日

に
回
収
さ
れ
る
ゴ
ミ
、
火
事
や
事
故

が
起
き
た
と
き
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

る
消
防
や
警
察
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

私
た
ち
が
安
全
で
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

先
生
は
授
業
で
、「
税
金
は
社
会
で

暮
ら
す
た
め
の
会
費
の
よ
う
な
も
の

だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
を
聞
い
て
、私
は
ハッ
と
し
ま
し
た
。

税
金
は
国
に
「
取
ら
れ
る
」
も
の

で
は
な
く
、
私
た
ち
が
助
け
合
い
、

社
会
全
体
を
支
え
合
う
た
め
の「
思

い
や
り
の
バ
ト
ン
」
な
の
だ
と
気
づ
い

た
か
ら
で
す
。
日
本
は
現
在
、
少

子
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
を
支

え
る
た
め
の
医
療
費
や
年
金
な
ど
、

社
会
保
障
に
か
か
る
費
用
は
今
後

さ
ら
に
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ

の
一
方
で
、
働
く
世
代
の
負
担
は
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
税
金
に
つ
い
て
の
関
心
を

持
ち
、
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
来
年
、
中
学
校
を
卒
業
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

ま
だ
学
生
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、

買
い
物
の
際
に
消
費
税
を
納
め
る
こ

と
と
、
税
金
で
作
ら
れ
た
教
科
書

や
学
校
の
設
備
を
大
切
に
使
う
こ

と
く
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
将
来
大
人
に
な
って
働
く
よ
う
に

な
っ
た
と
き
、
今
度
は
私
が
税
金
を

納
め
る
側
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
私
を
育
て
、
守
って
く
れ
た
社
会

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

未
来
を
生
き
る
子
供
た
ち
や
、
助

け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。
税
金
は
、
私
た
ち
の
明
る
い
未

来
を
創
る
た
め
の
大
切
な
投
資
な

の
だ
と
、
今
の
私
は
胸
を
張
っ
て
言

え
ま
す
。

税のたより（3）



　

税
金
が
託
し
た
信
頼

あ
ま
市
立
美
和
中
学
校　
　

な
る
み　

税に関する
作文

税務署長賞

私
の
将
来
の
夢
は
警
察
官
だ
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
幼
い
頃
に
交

差
点
で
見
た
白
バ
イ
隊
員
の
姿
だ
。

信
号
待
ち
を
す
る
そ
の
凛
と
し
た

佇
ま
い
や
洗
練
さ
れ
た
振
る
舞
い

に
は
、
ど
こ
か
威
圧
感
す
ら
漂
っ

て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
威
張
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
街
の
治
安
を

守
り
、
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
も

の
な
の
だ
と
幼
い
私
の
心
に
深
く

刻
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
剣
道
を
教

え
て
く
れ
た
警
察
官
の
先
生
へ
の

憧
れ
も
大
き
い
。
人
か
ら
尊
敬
さ

れ
、
自
分
の
手
で
誰
か
を
守
り
、

地
域
に
安
心
と
安
全
を
提
供
で
き

る
大
人
に
な
り
た
い
。
そ
れ
が
私

の
大
き
な
夢
だ
。

こ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
警
察

官
の
仕
事
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、

私
は
「
税
金
」
の
存
在
に
突
き
当

た
っ
た
。
白
バ
イ
の
購
入
費
や
維

持
費
、
そ
し
て
憧
れ
の
先
生
を
含

め
た
警
察
官
の
方
々
の
お
給
料
が
、

す
べ
て
「
地
方
税
（
都
道
府
県
民

税
）」
や
「
国
税
」
と
い
う
税
金

か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら

だ
。
最
初
は
税
金
に
対
し
て
「
取

ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

自
分
た
ち
の
安
全
を
守
る
警
察
の

活
動
が
税
金
で
支
え
ら
れ
て
い
る

と
知
り
、
税
金
と
は
社
会
を
み
ん

な
で
維
持
す
る
た
め
の
「
会
費
」

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
社
会
を

支
え
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
出

し
合
う
大
切
な
お
金
な
の
だ
と
実

感
し
た
。

警
察
官
は
、
税
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
仕
事
だ
。
そ
の
こ

と
を
知
っ
た
と
き
、
警
察
官
は
国

民
か
ら
「
給
料
」
を
も
ら
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、「
信
頼
」
と

い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
も
預
か
っ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。
だ
か
ら

こ
そ「
税
金
で
働
い
て
る
か
ら
偉
い
」

の
で
は
な
く
、「
税
金
で
支
え
て

も
ら
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
誰
か
の

た
め
に
尽
く
す
責
任
が
あ
る
」
の

だ
と
思
う
。
税
金
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
納
め
、
社
会
を
支
え
て

い
る
大
切
な
お
金
だ
。
そ
の
お
金

で
働
く
以
上
、
常
に
国
民
の
立
場

に
寄
り
添
い
、
親
身
に
な
っ
て
信

頼
に
応
え
続
け
る
責
任
が
警
察
官

に
は
あ
る
の
だ
と
強
く
感
じ
た
。

今
の
私
は
、
学
校
や
社
会
の
設

備
な
ど
、
税
金
に
使
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
成
長
し
て
い
る
立
場
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
学
び
や
剣

道
の
稽
古
に
励
み
、
心
身
と
も
に

強
く
優
し
い
人
間
に
な
り
た
い
。

そ
し
て
将
来
、
憧
れ
の
先
生
の
よ

う
な
立
派
な
警
察
官
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
不
安
を
抱
え
る
人
に
誰

よ
り
も
寄
り
添
い
た
い
。「
こ
の
人

に
相
談
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
存
在
に
な
り
、
今
度
は

私
が
地
域
の
安
心
と
安
全
を
全
力

で
守
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
社
会
に
恩
返
し
を
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
税
金
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
警
察
官
と
し
て
、

そ
の
信
頼
に
応
え
続
け
た
い
。
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最
近
、
家
族
や
友
達
と
「
物
価

が
高
く
な
っ
た
」
と
話
す
こ
と
が

あ
る
。
私
が
よ
く
買
う
お
菓
子
も

い
つ
の
間
に
か
袋
が
小
さ
く
な
っ
た

り
、
値
段
が
上
が
っ
た
り
し
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
ニ
ュ
ー
ス
で
消
費
税

に
関
す
る
発
表
を
見
た
。
政
府
が

二
〇
二
七
年
四
月
か
ら
二
年
間
、

飲
食
料
品
の
消
費
税
率
を
今
ま
で

の
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
め
た
と

い
う
。

こ
の
ニュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
私

は
単
純
に
「
買
い
物
が
安
く
な
っ
て

嬉
し
い
」
と
思
っ
た
。
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
以
来
、
税
率
が
下
が

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

毎
日
食
べ
る
ご
飯
や
よ
く
買
う
お

菓
子
な
ど
の
負
担
が
減
る
こ
と
は
、

中
学
生
の
私
に
と
っ
て
も
家
計
を
や

り
く
り
し
て
い
る
家
族
に
と
って
も
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
った
。

し
か
し
、
夕
食
の
と
き
に
こ
の

ニュ
ー
ス
に
つ
い
て
家
族
と
話
し
て
い

る
う
ち
に
、
私
の
考
え
方
は
少
し

ず
つ
変
わ
っ
て
いっ
た
。
飲
食
料
品

の
消
費
税
が
減
る
と
他
の
税
金
が

高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
「
安

く
な
る
の
は
助
か
る
け
れ
ど
、
た
っ

た
二
年
間
だ
け
だ
し
そ
の
あ
と
元

に
戻
る
と
き
が
怖
い
ね
。」と
言
っ
た
。

お
母
さ
ん
は
、「
税
金
が
減
る
と
い

う
こ
と
は
、
国
が
使
え
る
お
金
も

減
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
他
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
し
わ
寄
せ
が
い
か
な

い
か
心
配
だ
ね
。」
と
話
し
て
い
た
。

政
府
が
税
率
を
下
げ
る
理
由
は
、

物
価
高
に
苦
し
ん
で
い
る
中
低
所

得
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
だ

そ
う
だ
。
さ
ら
に
、一
パ
ー
セ
ン
ト

分
の
税
金
は
現
金
と
し
て
給
付
さ

れ
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
仕
組
み
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
人
々
の
生
活
を

救
う
た
め
の
温
か
い
政
策
で
あ
る
一

方
、
大
人
の
視
点
で
見
る
と
手
放

し
で
は
喜
べ
な
い
複
雑
な
問
題
が
あ

る
の
だ
と
知
っ
た
。

飲
食
料
品
の
税
率
を
下
げ
れ
ば
、

国
に
入
っ
て
く
る
税
金
は
減
る
。

ニュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
の
減
っ
た
分

の
穴
埋
め
を
す
る
具
体
的
な
財
源

は
ま
だ
明
確
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い

と
い
う
。
目
の
前
の
生
活
が
楽
に

な
る
こ
と
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
そ
の

分
未
来
の
私
た
ち
の
世
代
に
回
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
、

次
第
に
大
き
く
な
っ
て
いっ
た
。

今
回
の
ニュ
ー
ス
は
、
私
に
「
税

金
は
誰
の
た
め
の
も
の
か
」
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ

た
。
た
だ
「
高
い
か
ら
嫌
だ
」「
安

い
か
ら
嬉
し
い
」
と
い
う
感
情
的

に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
税

金
が
ど
う
使
わ
れ
、
自
分
た
ち
の

未
来
に
ど
う
繋
が
っ
て
い
る
の
か
を

見
極
め
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と

気
づ
い
た
。

二
年
間
の
引
き
下
げ
期
間
が
終

わ
れ
ば
、
再
び
税
率
は
戻
り
、
私

た
ち
は
今
以
上
の
負
担
感
を
感
じ

る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

中
学
生
で
あ
る
今
の
う
ち
か
ら
社

会
の
動
き
に
関
心
を
持
っ
て
、
集
め

ら
れ
た
税
金
が
本
当
に
正
し
く
使

わ
れ
て
い
る
か
を
見
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

私
は
ま
だ
大
き
な
税
金
を
納
め

て
い
な
い
け
ど
、
買
い
物
を
す
れ
ば

立
派
な
納
税
者
の
一
人
だ
。
こ
れ

か
ら
は
ニュー
ス
を
他
人
事
に
せ
ず
、

未
来
の
社
会
を
支
え
る
一
人
の
人

間
と
し
て
の
意
識
を
も
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
。
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「
減
税
を
す
れ
ば
生
活
が
楽
に

な
る
」。
最
近
、ニュー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

こ
の
よ
う
な
意
見
を
目
に
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
物
価
が
上

が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
購
入
し
よ
う

と
手
に
取
っ
た
商
品
の
値
札
を
見
る

と
一
瞬
躊
躇
し
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
人
々
が
多
く
い
る
の
は
周
知
の
事

実
で
す
。
実
際
、
中
学
生
の
私
た

ち
で
さ
え
、
遊
び
に
出
か
け
た
際
に

「
税
金
が
高
す
ぎ
る
」
と
話
題
に

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ

う
に
、
多
く
の
人
々
が
減
税
を
求

め
る
よ
う
に
な
る
の
は
今
の
状
況
が

苦
し
い
か
ら
で
あ
り
、
と
て
も
自

然
な
反
応
だ
と
納
得
で
き
ま
す
。   

で
す
が
、
周
り
の
人
た
ち
の
意

見
を
聞
い
て
い
る
と
違
和
感
を
覚

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

多
く
の
人
が
税
金
は
安
け
れ
ば
安

い
ほ
ど
良
い
と
い
う
考
え
に
染
ま

り
、
た
だ
「
値
段
が
安
く
な
る
」

と
い
う
視
点
か
ら
し
か
捉
え
て
い

な
い
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。
数
年

前
の
政
府
が
税
制
の
見
直
し
と
し

て
増
税
を
図
っ
た
際
、
世
間
で
は

特
定
の
あ
だ
名
を
使
っ
て
感
情
的

に
批
判
し
て
い
た
の
を
目
の
当
た

り
に
し
て
そ
う
強
く
感
じ
ま
し
た
。

本
当
に
大
切
な
の
は
、
な
ぜ
そ
の

増
税
が
必
要
な
の
か
と
い
う
中
身

の
話
の
は
ず
な
の
に
、
多
く
の
人

た
ち
が
偏
っ
た
見
方
か
ら
で
し
か

受
け
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
増
税
と
悪
が
イ
コ
ー

ル
関
係
で
結
ば
れ
る
よ
う
な
レ
ッ
テ

ル
が
貼
ら
れ
、
本
質
を
捉
え
る
前

に
こ
の
風
潮
に
の
ま
れ
て
い
く
と
い

う
事
態
に
私
は
危
機
感
も
覚
え
ま

し
た
。
も
し
、
そ
の
ま
ま
同
じ
よ

う
に
増
税
へ
の
貼
り
付
け
ら
れ
た

印
象
を
疑
わ
ず
に
持
ち
続
け
て
い

た
ら
、
社
会
の
大
切
な
仕
組
み
を

自
ら
の
手
で
壊
す
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

そ
も
そ
も
、
教
科
書
代
や
信
号

機
、
医
療
手
当
な
ど
私
た
ち
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る

も
の
は
き
っ
と
ど
こ
か
に
税
と
い
う

支
え
の
影
が
あ
る
は
ず
で
す
。
社

会
を
生
き
る
み
ん
な
で
少
し
ず
つ

お
金
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
一
人

で
は
で
き
な
い
大
き
な
安
心
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
が
も

ち
ろ
ん
、
無
駄
な
税
金
の
使
い
方

が
な
い
か
、
も
っ
と
良
い
仕
組
み
に

で
き
な
い
か
意
見
を
い
う
こ
と
は

国
民
と
し
て
大
切
な
権
利
の
一
部

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
踏
ま
え
、「
何
の
た
め

に
税
金
が
必
要
で
、
ど
れ
ほ
ど
の

額
が
妥
当
な
の
か
」
と
い
う
こ
と

を
一
人
一
人
が
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。   

減
税
の
話
が
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
い
る
今
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
も
う
一
度
税
に
つ
い
て
考
え

直
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り

の
空
気
や
主
観
に
浸
っ
て
た
だ
減

税
と
叫
ぶ
の
で
は
な
く
、
税
金
と

い
う
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
理
解
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

私
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
目
先
の

損
得
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
社
会
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
し
っ
か

り
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

そ
ん
な
ふ
う
に
責
任
あ
る
社
会
へ
の

視
点
を
追
い
続
け
る
姿
勢
を
こ
れ
か

ら
も
抱
き
続
け
た
い
で
す
。

未来

税のたより （4）



税のたより（5）

◎
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

猶
予
期
間
は
、
１
年
以
内（
財
産
や
収
支
の
状

況
に
応
じ
て
、
最
も
早
く
完
納
す
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
）で
、
原
則
と
し
て
猶
予
期
間
中
の
各

月
に
分
割
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続

ま
た
は
生
活
の
維
持
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
、納
付
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。

※
申
請
期
限
は
、
そ
の
税
の
納
期
限
か
ら
各
市

町
村
の
条
例
に
定
め
る
期
間
ま
で
。
な
お
既

に
当
該
申
請
以
外
に
滞
納
が
あ
る
場
合
に

は
、換
価
の
猶
予
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

徴
収
猶
予

災
害
、
病
気
、
事
業
の
休
廃
業
等
に
よ
っ
て
一

時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
や
、本
来
の
納
期
限
か
ら
１
年
以
上
経
っ

て
納
付
す
べ
き
税
額
が
確
定
し
た
場
合
で
一
時

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
。

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
・・・

猶
予
期
間
中
の
延
滞
金
が
軽
減
さ
れ
る
ほ

か
、財
産
の
差
押
え
や
換
価
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
書
、財
産
目
録
、担
保
の
提
供
に
関
す
る

書
類（
担
保
を
要
す
る
場
合
）、
災
害
な
ど
の
事
実

を
証
す
る
書
類（
災
害
等
の
場
合
）等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、市
町
村
の
納
税
担
当
の
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

・
個
人
事
業
税
は
個
人
で
事
業
を
営
む
方
の
所
得

に
か
か
る
県
の
税
金
で
す
。

・
第
２
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日（
月
）で
す
。

・
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
送
り
し
た
第
２
期

分
の
納
付
書
を
使
用
し
て
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置

店
又
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｐａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓｙ（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対
応
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
も
し
く
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

利
用
し
て
の
納
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ク
レ

ジッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
ア
プ
リ
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
領
収
証
書
が

発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
領
収
証
書
が
必
要
な

方
は
、
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の

窓
口
、
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

又
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
の
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
県
税
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
で

の
納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
の
納
付
金
額
が

30
万
円
以
下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先

西
尾
張
県
税
事
務
所
県
民
税
・
事
業
税
第
二

グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
８
６
）４
５
︱

３
２
７
９

◎
電
気
自
動
車
及
び
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
種
別
割
の
課
税

免
除
に
つ
い
て

・
愛
知
県
で
は
、地
球
温
暖
化
対
策
そ
の
他
の
環
境

対
策
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
次
世
代
自
動
車
の

普
及
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
県
内
に
お
け
る

次
世
代
自
動
車
の
需
要
の
拡
大
を
通
じ
て
自
動

車
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
電
気
自
動
車

及
び
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
に
対

す
る
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
県
独
自
の
課

税
免
除
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

・
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
も
の

は
、
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
年
度
の
月
割
分

及
び
翌
年
度
か
ら
５
年
度
分
が
全
額
免
除
に
な

り
ま
す
（
令
和
２
年
度
ま
で
に
新
車
新
規
登
録

を
受
け
た
も
の
は
、
免
除
期
間
終
了
に
伴
い
標

準
税
率
で
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
）。
詳
し
く
は

次
の
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

西
尾
張
県
税
事
務
所
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ

☎（
０
５
８
６
）４
５
︱

３
１
７
０

県
　
　
税 

コ
ー
ナ
ー

市
町
村
税 

コ
ー
ナ
ー

明るい地域社会の向上をめざし奉仕活動を実施しています。明るい地域社会の向上をめざし奉仕活動を実施しています。
■あまロータリークラブ■津島ロータリークラブ

■弥富ライオンズクラブ■津島ライオンズクラブ

■愛西ライオンズクラブ

会 長
会 計

稲 垣 秀 樹
大 西 晃 弘

会 長
幹 事

佐 野 弘 樹
猪 切 剛 士

会 長
幹 事

斎 藤 　 潤
長 井 紀 夫

副 会 長 光 岡 正 彦

第一副会長
会 計

池 田 和 憲
服 部 辰 雄

第一副会長
会 計

櫻 井 睦 彰
鷲 野 　 聡

■海部ライオンズクラブ

会 長
会 計

加 藤 隆 朗
野々山勝也

会 長
幹 事

星 野 雅 俊
浅 井 英 昭

会 長
幹 事

村 上 昭 太
𠮷川 友 満

副 会 長 𠮷 田 康 裕

第一副会長
会 計

日 比 喜 昭
飯 野 明 仁

第一副会長
会 計

坂 井 利 明
笹 野 克 文

板 津 和 博幹 事

第二副会長 猪 切 剛 士

第二副会長 長 井 紀 夫

幹 事 長 田 一 郎

第二副会長 肥 田 　 正

第二副会長 奥 村 浩 作
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津島市立込町4丁目144番地 津島商工会議所会館2階
H P http://ta-tsushima.gr.jp/
TEL 0567‐23‐0455

祝祭日の場合翌日（3月・8月はお休み）
あらかじめお電話でご予約ください。
（税務書類の作成・検算は行いません）

https ://www.main-club.com/

（津島市）		  ☎（0567）
昭 和 町	 肥 田 　 正	 24 − 2916
東柳原町	 松 原 與 志 美	 24 − 5423
神 守 町	 渡 邊 剛 伸	 26 − 2267
良 王 町	 内 藤 正 史	 26 − 2443
宮 川 町	 服 部 映 次	 28 − 1151
立 込 町	 榊 原 靖 生	 55 − 7817
東柳原町	 垣 見 和 成	 74 − 3800
宇 治 町	 山 岸 功 治	 22 − 6370
西柳原町	 小 島 範 子	 26 − 4666
藤 浪 町	 吉 本 文 裕	 24 − 7703
白 浜 町	 横 井 賢 一	 33 − 1811
金 柳 町	 長 谷 川 光 夫	 32 − 3513
天 王 通	 上 田 　 誠	 69 − 7770
埋 田 町	 髙 塚 隆 仁	 23 − 3867 
昭 和 町	 神 　 八 之 真	 24 − 2916
宮 川 町	 服 部 倫 久	 28 − 1151
東柳原町	 松 原 敏 郎	 24 − 5423
立 込 町	 税理士法人
	 野々山会計事務所	 26 − 2614
	 代表社員	 野 々 山 勝 也
	 社 員	 野 々 山 絵 美
本 町	 税理士法人
	 佐藤・前田会計事務所	 26 − 0483
	 代表社員	 佐 藤 壱 久
古 川 町	 税理士法人 佐藤・前田会計事務所
	 古 川 事 務 所	 25 − 6251
	 社 員	 前 田 昭 生
	 社 員	 大 坪 法 幸
立 込 町	 税理士法人 安部会計
	 津 島 事 務 所	 25 − 7160
	 代表社員	 吉 田 秀 樹

（あま市）		  ☎（052）
　 森 　	 蓮 見 利 一	 445 − 6267
木 田	 小 田 嶋 晴 美	 443 − 7224
二 ツ 寺	 横 橋 俊 一	 446 − 2976
七宝町伊福	 村 上 伸 昌	 444 − 8618

（あま市）		  ☎（052）
小 路	 加 藤 佳 高	 485 − 6488
七宝町安松	 服 部 岩 雄	 442 − 0797
新 居 屋	 柴 山 昭 三	 441 − 7248
甚 目 寺	 淺 野 晴 夫	 444 − 0272
木 田	 山 田 広 隆	 870 − 0612
七宝町安松	 山 田 雄 大	 700 − 3238
七宝町桂北海道	 河 合 忠 夫	 442 − 6668
木 田	 小 田 嶋 範 幸	 443 − 7224
蜂 須 賀	 税理士法人 アクセス
	 あ ま 事 務 所	 990 − 1969
	 代表社員	 林 　 泰 郎

（大治町）		  ☎（052）
砂 子	 溝 口 哲 男	 444 − 2221
北 間 島	 荒 谷 泰 久	 700 − 7044
馬 島	 野 間 祐 司	 446 − 5363
砂 子	 伊 藤 達 也	 433 − 7196
花 常	 シフト税理士法人	 737 − 5697
	 代表社員	 菊 地 淳 浩
	 社 員	 田 中 靖 人

（愛西市）		  ☎（0567）
日 置 町	 横 井 則 夫	 26 − 8608
大 井 町	 佐 藤 憲 司	 31 − 3588
勝 幡 町	 弓 削 　 恵	 28 − 4417
須 依 町	 住 田 宣 子	 22 − 5086
立 田 町	 篠 又 慶 次	 23 − 3503
佐 折 町	 後 藤 洋 一	 25 − 5049
町 方 町	 加 藤 勝 巳	 55 − 8839
北一色町	 大 森 智 之	 23 − 3732
大 井 町	 鈴 木 宏 尚	 32 − 1887
大野山町	 杉 木 秀 行	 090–4065–2583

（蟹江町）		  ☎（0567）
富 吉	 細 川 晃 雄	 96 − 1876
蟹江新田	 飯 田 兼 光	 95 − 1886
学 戸	 山 口 勇 一	 96 − 5096

（蟹江町）		  ☎（0567）
今 西	 白 倉 則 朋	 96 − 1335
八 幡	 杉 本 直 樹	 94 − 0025
　 〃 　	 杉 本 美 佳	 94 − 0025
西 之 森	 後 藤 　 博	 95 − 3671
本 町	 佐 野 勝 也	 96 − 2498
　 〃 　	 堀 江 昭 仁	 95 − 7466
　 宝 　	 山 田 幸 敏	 95 − 6722
　 〃 　	 長 谷 川 功 一	 95 − 2506
　 城 　	 村 松 　 進	 96 − 1382
　 〃 　	 森 　 清 二	 95 − 7822
　 桜 　	 山 本 隆 彦	 96 − 4070
　 宝 　	 安 江 忠 男	 95 − 6722
　 城 　	 伊 藤 恵 子	 55 − 8440
　 桜 　	 税理士法人
	 中 央 会 計	 69 − 7089
	 代表社員	  山 田 善 久
	 社 員	  角 田 良 仁
	 	  大 矢 秀 生
	 社 員	  髙 野 知 幸
学 戸	 税理士法人 中央会計
	 かにえ事務所	 95 − 1003
	 代表社員	 磯 貝 い づ み

（弥富市）		  ☎（0567）
鯏 浦 町	 片 岡 　 明	 67 − 2835
　 〃 　	 川 上 周 二	 67 − 1125
下 押 萩	 加 藤 定 男	 52 − 3003
又 八	 松 宮 妃 呂 子	 66 − 0810
前 ケ 平	 仁 井 田 　 修	 31 − 9850
加 稲	 佐 藤 　 孝	 68 − 8295
東 蜆	 横 井 勇 二	 52 − 3693
前ケ須町	 税理士法人 中央会計
	 弥 富 事 務 所	 67 − 0893
	 代表社員	  伊 藤 幹 基
		  伊 藤 　 操

（ 令和 8 年 8 月19 日現在 ）



本部 津島市橘町3丁目70番地 TEL0567・25・6501
URL https://www.asai-pharmacy.co.jp  

美と健康の

皆様のかかりつけ薬局

KATO TEXTILE
カ ト ウ テ キ ス タ イ ル 有 限 会 社

Textile Constructor

愛知県愛西市草平町新佐屋川98-1  〒496-8015
Tel.0567-25-1575　Fax.0567-25-1578

快適な生活環境・職場環境作りに奉仕する

〒496-0853　津島市宮川町1丁目72番地

冷暖房空調設備  電気設備  建物総合管理  給排水衛生設備
防災設備  太陽光利用設備  土木工事  設計施工･保守管理

営業品目

津島本店
羽 島 店

カニエ営業所
愛西営業所
・
・

「日本まんなかうまいもの巡り」
URL https://daito-ind.com

〒496－8002 愛知県愛西市佐折町宮寺55番地
TEL〈0567〉25－2333㈹ FAX〈0567〉25－2220
https ://www.sanwascreen.co.jp

人が活きてこそ企業が活きる

眠 ご相談り の

介 ご相談護 の

https://watashin.jp

㈱伊勢正

税のたより（7）

人事労務・労保・社保のご相談は

㈱よしや商店
登録番号 T7-1800-0109-7086
愛 知 県 弥 富 市 前ヶ須 町 南 本 田 435 - 1
TEL（0567）65-0072  FAX（0567）65-3883

人間ドック・健康診断・各種がん検診
脳MRI・骨盤MRI・全身がんスクリーニングMRI
内科・消化器内科・呼吸器内科・放射線科

TEL.0567‐26‐7328
津島市藤里町2-5 www.aichi-kenko.clinic

自動制御機器・マイクロコンピューター機器
電子応用機器・各種計測器・設計製造

〒496－0022 津島市越津町梅之木 2 8 番地
TEL〈0567〉25－0833（代） FAX〈0567〉28－1150

津島神社の門前にて150年余

津島神社東

津島市天王通り2丁目7番地
０５６７－２６－２７３５

“本格派”フォトスタジオ
スタジオ＆館内ロケーションで
バリエーション豊かなお写真を！！

イトウ写真舘

イトウ写真舘
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令和8年度

11月11日から11月17日までは「税を考える週間」です。

税を考える週間税を考える週間

月　　日 時　　間 行　　事 団　体　名 開催場所

税に関する優秀作品展示

弥富市
総合社会教育センター

海部津島納税貯蓄組合連合会
（一社）津島法人会・津島間税会10：00～21：00

20日は12：00まで 津島税務署管内 税務連絡協議会
活動状況パネル展示

9：45～15：30

税務連絡協議会
ヨシヅヤ 津島本店

海部津島納税貯蓄組合連合会
（一社）津島法人会・津島間税会

税に関する優秀作品表彰式

税に関する優秀作品展示9：45～14：00

10：15～12：00 海部津島納税貯蓄組合連合会
（一社）津島法人会

（一社）津島法人会ねんぐ祭

11月6日（金）～20日（金）

11月21日（土）

「スマホとマイナンバーカードを利用して
ご自宅等からの申告にご協力をお願いします。」

e-T
axが

より簡
単・

便利に
！

確定申告会場は
津島市文化会館です！

令和8年分
LINE公式
アカウントは
こちらから！

LINEによる入場整理券のオンライン事前発行をお願いします。

国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただく
ため、1年を通じて租税に関する啓発活動を行っていますが、毎年11月11日から17日を「税を考える
週間」として、集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。 
今年の「税を考える週間」では、「これからの社会に向かって」をテーマとして、国民の皆様に国民
生活と税の関わりを理解してもらうことにより、国民各層の納税意識の向上を図ることとしています。

○×BANK

ダイレクト納付ダイレクト納付ダイレクト納付 インターネットバンキング等インターネットバンキング等インターネットバンキング等
e-Tax利用で、パソコンやスマホから、即時
または納付日を指定して、口座引き落しに
より納付する方法です。

e-Tax利用で、インターネットバンキング、
モバイルバンキングまたはATMから納付
する方法です。

納付
方法

納付
方法

e-Tax利用開始届書、ダイレクト納付利用
届出書の提出が必要です。

e-Taxで申告されている方、源泉所得税の毎月
納付など頻繁に納付手続をされている方

インターネットバンキングまたはモバイル
バンキングの契約、e-Tax利用開始届出書
の提出が必要です。

事前
手続

事前
手続

BANK

い つ で も ど こ で も

国税の納付は金融機関や税務署等の窓口に行く必要がない、非対面の「キャッシュレス納付」が大変便利です。

こんな方におススメ！
普段からインターネットバンキングにより
決済する機会の多い方

こんな方におススメ！

詳しい情報は
こちらから

詳しい情報は
こちらから


